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【この研究成果をもっと深く理解するための４つのＱ＆Ａ】 

これまでの工法で除染が困難な農地でも利用できる新しい手法に興味を持ちま

した。水による土壌攪拌・除去技術とはどのようなものか関心があるので、も

う少し分かり易く教えて下さい。 

Ｑ１ この工法は機材類をどこに置くのでしょうか。また、１枚の水田の除染

が終わったあと、隣の水田の除染を始めるときは機材類を移動する必要がある

のでしょうか。 

Ａ１ 機材類は除染する水田の脇に置くことになります。今回ご紹介した規模

のシステムでは、バキューマからのホースは 300m程度まで伸ばせますので、ホ

ースが届く範囲であればプラントを移動させる必要はありません。除染を行う

地区の中央にプラントを設置し、ホースを伸ばして周囲の水田を順に作業を行

います。 

図１：施工中の写真 



 

Ｑ２ この工法に使われる機材は特殊なものなのでしょうか。また、専門のオ

ペレーターが必要でしょうか。 

  

Ａ２ システムに使われるバキューマ、サイクロン、ハイメッシュセパレータ、

フィルタープレスなどは全て汎用品です。また、吸い込みノズルを取り付ける

トラクターや代かき機は普段の営農で使われている機械を使うことができます。 

 トラクターのオペレーターは、トラクターを低速で走行させることができる

方なら、誰でもＯＫです。 

 

 

Ｑ３ 農工研ニュースでは同じ水田で 9 回も除染作業を行っていますが、こん

なに繰り返さなければならないのでしょうか。 

 

Ａ３ ご紹介した事例は、作業を繰り返すことで除染率がどう変わるかを試し

たので除染回数が多くなっていますが、これまでの試験では 1 箇所あたり 3 回

の作業を行えば、概ね期待した効果は得られています。 

 

 

Ｑ４ 何故この方法で放射性セシウムが除去できるのでしょうか。また、「放射

性 Cs濃度と土壌粒径の関係を分析によって求め、分級・除去する粒径を決定し

ます」とありますが、これはどういうことでしょうか。 

 

Ａ４ この工法は放射性セシウムが、土壌の中でも粘土やシルトなど比較的粒

径が小さいものに吸着されていることを利用しており、同じ土でも細粒分だけ

を取り除けば除染が可能になるのです。 

まず、除染対象とする土壌をサンプリングして、室内試験によって粒径を区

分します。その後、区分した粒径毎に放射能を測定し、どの粒径まで除去すれ

ば効果的な除染が可能かを判断します。この作業を行うことによって、放射能

が低い土を水田に残し、放射能が高い土だけ取り除くことができるのです。 


